
  

  

 

 

 

 各地で花の便りが聞かれる頃となりました。皆さま

お元気でお過ごしでしょうか。 

 いよいよ平成 30 年度春季リーグ戦の開幕が今週末

に迫ってまいりました。部員一同初戦の対慶應義塾大

学戦に向けて気合いが入っております。グッズ販売な

どのイベントも行う予定ですので、是非神宮球場まで

お運びいただき、熱いご声援のほどよろしくお願いい

たします。 

 

 

 

〈平成 30 年度 春季リーグ戦〉＠明治神宮野球場 

4 月 14 日 東大 11:00 慶大 立大 13:30 早大 

4 月 15 日 早大 11:00 立大 慶大 13:30 東大 

4 月 21 日 東大 10:30 明大 法大 13:00 立大 

4 月 22 日 立大 10:30 法大 明大 13:00 東大 

 

  

 今回の特集は、「開幕直前！」です。春季リーグ戦開

幕を間近に控えた選手・学生コーチにリーグ戦にかけ

る思いを語ってもらいました。 

 

川口 寛弥（4年・投手・県長野） 

 昨年まで宮台さん(H30卒)が大きく担っていたイニ

ングをどう埋めていくかというのが今年の投手陣の

課題です。もしその投手陣の一人が欠けてしまえば

他の投手への負担が増えてさらに欠けるといったこ

ともあるかもしれません。 

僕が言いたいのは投手一人一人の責任は重くなった

ということです。これまで怪我で離脱してばかりだっ

た僕ですが今年は気持ちの強さで投げ抜くつもりで

す。応援よろしくお願いします。 

 

 

 

福井 拓（4年・捕手・駒場東邦） 

 長く地を領していた冬が老い、柔らかい風が木々

の幼い緑をゆすり、百花花開く季節となりました。 

日頃より格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

ラストイヤー、神宮に爪痕を残せるよう頑張りま

す。皆様のご声援よろしくお願いします。 

 

 

堤 裕太郎（3年・内野手・長崎西） 

 今回のリーグ戦は僕にとって勝負のリーグ戦で

す。昨年から今年にかけてのオフシーズンは球場近

くで部員数名とのシェアハウスを始め、野球漬けの

毎日でした。それからオープン戦が始まったのです

が、チームになかなか貢献できずに悔しい思いをし

ごあいさつ 

今回の特集 「開幕直前！」 
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ています。それだけに一層リーグ戦ではチームに貢

献したい思いが強いです。自分が出来る精一杯のこ

とをして、チームの力になれるよう頑張ります。こ

れからも変わらぬ声援のほどよろしくお願いしま

す。 

 

 

辻村 真樹（3年・学生コーチ・県立千葉） 

 僕からは今季の注目選手をご紹介させていただき

ます。 

1人目は大鳥(3年・外野手・早稲田実業)です。思

い切りの良い打撃や積極的な走塁もさることなが

ら、一番の魅力は声。ベンチにいるだけでチームの

雰囲気をガラッと変えてしまう存在感の持ち主で

す。 

2人目は廣納(3年・内野手・茨木)です。彼は常に

自分の課題と向き合い、ずっと努力を続けてきまし

た。レギュラーを奪取し、ブレイクを果たして欲し

いです。 

他にも全選手が昨秋から一段とレベルアップして

おり、全員が注目選手です。全員で一丸となり勝利

を目指していきますので、ご声援のほどよろしくお

願いいたします。 

 

 

岡 俊希（2年・外野手・小倉） 

 去年の秋はチームとしては 1シーズン 3勝、勝ち点

奪取という良い結果を残せ、個人としても多くの試合

に出させて頂き実戦経験を積むことが出来ました。 

この春は最下位脱出というチームの目標を達成す

べく、一丸となって他大学に挑むとともに、与えられ

た役割をしっかりとこなせるように懸命にプレーし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

今回の特集はいかがでしたでしょうか。 

次回は「戦いの前には」と題し、試合前日や直前

までの自分なりの過ごし方、試合への集中力の上げ

方などを聞きます。どうぞお楽しみに！ 

今後とも東大野球部をよろしくお願いいたしま

す。 

編集後記 


